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Ⅷ-16 外貨支払予定表 
 

外貨支払予定表の役割 

 

目的 仕入に対する支払の予定、及び実績を確認します。 

出力対象 外貨支払入力をした明細。 

出力順 通貨順、仕入先順。 

出力項目 

仕入先コード、仕入先名、伝票№、支払区分、作業日付、伝票日付、更新状態、 

外貨Rate、伝票計、支払金額（現金､T/T送金､L/C決済､手形､相殺､手数料､手数料Tax､デポ

ジット引当）､引当支払明細（仕入 No､Invoice No､Invoice 日､仕入区分､仕入金額､決済方法､支

払金額､摘要） 

 

外貨支払予定表 画面説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 
 

①項目移動について 

項目移動は  Enter キーまたはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（← →）キーでも可能です。 

 

②マスター表示機能 

各マスター項目でスペースキー押下にてマスター参照が可能です。 

 

Invoice 日を指定 

表Ⅷ-16 

区分 

仕入先 

個別指定 

or 範囲指定 

決済期日を指定 

銀行を指定 支払状況を指定 



生産管理システム 

 

2 

操作方法 

 

1. Invoice 日・決済期日 

2020 年 7月 1日の場合、20 07 01 または、2020 07 01 と入力可能です。 

一日限定で出力したい場合は、範囲指定の開始と終了に同日を指定します。 

 

2. 銀行 

出力対象の銀行を選択します。 

 

 

 

 

 

3. 条件 

支払い状況を選択します。 

 [すべて] ：全明細を出力します。 

 [支払のみ] ：支払済みの明細のみを出力します。 

 [未払のみ] ：支払が行われていない仕入明細を出力します。 

 

4. 区分 

決済方法、ユーザンスを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 仕入先 

個別指定、範囲指定にて指定します。 

 

・個別指定       ・範囲指定 

 個別にチェックして指定します。      開始～終了で入力して指定します。 

                               スペースキー押下で海外仕入先検索を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半角ｽﾍﾟｰｽ押下 

海外仕入先検索が表示されます 
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6. 出力 

抽出条件を基に、帳票プレビュー画面を表示します。 

 

7. 印刷 

帳票プレビュー表示で     ボタン押下後にページ指定等を行い、OK ボタン押下で通常使うプリンタから 

出力されます。 

印刷プレビューを閉じると、条件指定画面が表示されます。 

 

8. 終了 

終了する場合は終了ボタン押下にて、販売管理メニューに戻ります。 


